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来
年
３
月
（
予
定
）
か
ら
、
住
民

基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
以
下
、
住
基
カ

ー
ド
と
い
う
）
を
利
用
し
て
、
全
国

の
セ
ブ
ン
―
イ
レ
ブ
ン
で
住
民
票
の

写
し
・
印
鑑
登
録
証
明
書
を
取
得
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
に

は
、
証
明
書
自
動
交
付
機
の
利
用
登

録
を
し
た
住
基
カ
ー
ド
が
必
要
で

　
国
民
年
金
制
度
発
足
時
、
在
日
外

国
人
や
長
期
間
海
外
に
滞
在
し
て
い

　
教
育
委
員
会
は
、
来
年
４
月
採
用

予
定
の
市
立
高
等
学
校
教
諭
（
国
語

科
・
数
学
科
・
理
科
）
を
募
集
し
ま

す
。
　
募
集
要
項
・
申
込
書
は
　
月
　
日

１０

２５

か
ら
教
職
員
グ
ル
ー
プ
（
教
育
委
員

会
庁
舎
２
階
）
で
配
布
し
ま
す
。

　
申
込
は
　
月
　
日
か
ら
　
月
５
日

１０

２５

１１

　
教
育
委
員
会
は
、
平
成
　
年
度
の

２３

「
藤
田
奨
学
生
」、「
廣
藤
奨
学
生
」、

「
髙
橋
奨
学
生
」
を
募
り
ま
す
＝
下

表
参
照
。
所
得
制
限
あ
り
。

　
【
対
象
】
次
の
い
ず
れ
の
要
件
も

満
た
す
人
▽
市
が
公
募
す
る
他
の
奨

学
金
（
藤
田
奨
学
生
は
市
以
外
の
も

の
を
含
む
）
を
受
け
な
い
▽
学
校
長

の
推
薦
を
受
け
て
い
る
▽
保
護
者
が

市
内
在
住
で
あ
る

　
【
申
込
】
必
要
書
類
を
　
月
　
日

１１

１５

ま
で
に
学
事
・
学
校
改
革
グ
ル
ー
プ

（
教
育
委
員
会
庁
舎
１
階
☎
０
７
９

　１１月３日は「ユニセフカップ西宮
国際ハーフマラソン」の開催（雨天決
行）に伴い、コース周辺を交通規制し
ます＝下図参照。当日は午前１０時
（国道４３号側道は８時）から正午ご
ろまで、車両の通行と歩行者の横断が
禁止されます。また、駐車車両はレッ
カー車で移動させることがあります。
　問合せはスポーツ振興課（0798・
74・0554）へ。

　
市
と
県
は
、
「
県
民
交
流
広
場
事

業
」
を
募
集
し
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
自
治
会
や
Ｐ
Ｔ

Ａ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
な
ど

の
住
民
組
織
に
よ
る
、
地
域
づ
く
り

甲
子
園
寄
付
金
へ
　
匿
名
１
件
＝
２

万
５
０
０
０
円

　
《
社
会
福
祉
協
議
会
あ
て
》
★
善

意
銀
行
へ
　
津
門
連
合
婦
人
会
、
車

椅
子
レ
ク
ダ
ン
ス
普
及
会
、
匿
名
１

件
＝
合
計
７
万
円
　
★
物
品
の
寄
付

グ
ル
ー
プ
つ
く
し
ん
ぼ
（
ふ
き
と
り

布
）
、
匿
名
１
件
（
紙
お
し
め
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

す
。
現
在
、
こ
の
利
用
登
録
を
し
て

い
る
人
は
新
た
な
手
続
き
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
住
基
カ
ー
ド
の
無
料
交
付

を
来
年
３
月
　
日
ま
で
行
っ
て
い
ま

３１

す
。
無
料
期
間
終
了
間
近
は
、
窓
口

の
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
希

望
す
る
人
は
早
め
に
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

　
問
合
せ
は
市
民
課
（
０
７
９
８
・

３
５
・
３
１
０
９
）
へ
。

　　
住
基
カ
ー
ド
の
申
請
受
付
・
交
付

を
行
う
休
日
特
別
窓
口
を
次
の
日
程

で
開
設
し
ま
す
。

　
手
続
き
に
は
本
人
確
認
書
類
な
ど

必
要
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
市
民
課
へ
問
合
せ
を
。

　
な
お
、
す
で
に
支
所
・
ア
ク
タ
西

宮
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
・
夙
川
市
民
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
手
続
き
中
の
人
は

取
り
扱
い
で
き
ま
せ
ん
。

　
【
日
程
・
会
場
】
　
月
６
・
　

１１

２１

日
、
　
月
４
・
　
日
の
午
前
　
時
～

１２

１２

１０

午
後
４
時
に
市
役
所
本
庁
舎
１
階
で

８
・
３
５
・
３
８
１
７
）
へ
。
選
考

あ
り
　
※
髙
橋
奨
学
生
は
論
文
あ
り

　
【
９
月
分
】《
市
あ
て
》
★
「
青
い

鳥
」
福
祉
基
金
へ
　
村
田
泰
造
、
宮

水
学
園
パ
ソ
コ
ン
ク
ラ
ブ
、
西
宮
市

高
松
町
自
治
会
茶
道
部
田
中
ル
リ

子
、
谷
ノ
口
陽
向
、
匿
名
１
件
＝
合

計
５
万
　
円
　
★
ふ
る
さ
と
西
宮
・

９７

が
移
動
し
て
被
害
を
拡
大
さ
せ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
市
は
、
今
春
以
降
に
枯
れ
た
被
害

木
を
伐
採
処
理
す
る
場
合
に
補
助
金

を
交
付
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
必

ず
伐
採
前
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
で
（
土
・
日
曜
、
祝
日
を
除
く
）

の
午
前
８
時
　
分
か
ら
午
後
５
時
半

４５

ま
で
に
申
込
書
な
ど
必
要
書
類
を
教

職
員
グ
ル
ー
プ
（
０
７
９
８
・
３

５
・
３
８
５
２
）
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　
【
対
象
】
①
昭
和
　
年
４
月
２
日

４５

以
降
に
出
生
し
た
人
②
各
教
科
の
高

等
学
校
教
諭
普
通
免
許
状
取
得
者
③

公
立
高
等
学
校
の
現
職
教
諭
ま
た
は

そ
の
経
験
が
あ
る
人
か
、
平
成
　
年
２３

３
月
　
日
現
在
、
兵
庫
県
内
の
公
立

３１

高
等
学
校
で
２
年
以
上
の
常
勤
臨
時

講
師
経
験
ま
た
は
そ
れ
と
同
等
の
経

験
を
有
す
る
人
な
ど

　
【
採
用
予
定
人
数
】
各
若
干
名

　
【
基
本
給
月
額
】
　
万
４
０
０
０

２１

円
（
大
学
卒
）
　
※
経
歴
そ
の
他
に

よ
り
加
算
あ
り

　
【
第
一
次
試
験
の
日
程
・
会
場
】

　
月
　
・
　
日
に
総
合
教
育
セ
ン
タ

１１

１３

２０

ー
で
　
※
応
募
多
数
の
場
合
は
日
程

の
変
更
あ
り

活
動
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
拠
点
整
備

に
対
し
て
助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

た
だ
し
、
地
域
内
で
合
意
さ
れ
た
事

業
で
あ
る
こ
と
が
条
件
で
す
。

　
地
域
（
原
則
と
し
て
小
学
校
区
）

を
舞
台
に
し
た
子
育
て
・
防
犯
・
環

境
な
ど
の
活
動
を
通
じ
て
“
元
気
と

安
心
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
”
に

取
り
組
み
ま
せ
ん
か
。
な
お
、
県
民

交
流
広
場
事
業
の
募
集
は
今
年
度
で

終
了
し
ま
す
。
詳
し
く
は
同
広
場
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.h

yogo.kouryu-hiroba.jp/
）
で

確
認
を
。

　
申
込
は
　
月
１
日
か
ら
　
日
ま
で

１１

３０

で
す
。
申
込
方
法
な
ど
問
合
せ
は
市

民
活
動
支
援
課
（
０
７
９
８
・
３

５
・
３
１
９
６
）
へ
。

　
【
助
成
額
】
１
小
学
校
区
あ
た
り

活
動
費
３
０
０
万
円
、
整
備
費
１
０

０
０
万
円
以
内

　
※
今
回
の
申
込
に
間
に
合
わ
な
い

が
、
来
年
度
以
降
に
実
施
す
る
計
画

が
あ
る
場
合
は
市
民
活
動
支
援
課
へ

ご
相
談
を

わ
れ
る
人
は
医
療
年
金
グ
ル
ー
プ

（
０
７
９
８
・
３
５
・
３
１
２
４
）へ
。

　
※
国
民
年
金
に
加
入
で
き
た
の
に

加
入
し
な
か
っ
た
、
も
し
く
は
保
険

料
の
未
納
等
が
原
因
で
、
障
害
基
礎

年
金
や
老
齢
基
礎
年
金
等
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
な
い
人
は
、
特
別
給
付

金
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん

　
申
込
方
法
な
ど
問
合
せ
は
花
と
緑

グ
ル
ー
プ
（
０
７
９
８
・
３
５
・
３

６
８
２
）
へ
。

　
【
対
象
】
０
・
５
立
方
㍍
以
上（
高

さ
　
㍍
、
幹
の
直
径
　
㌢
程
度
）
の

１４

３０

被
害
木

　
【
補
助
金
額
】
被
害
木
の
大
き
さ

に
よ
り
決
定
　
※
０
・
５
立
方
㍍
で

７
９
０
０
円
程
度

支給要件
市内に在住の重度障害者（1・2級の身体障害者手帳、Ａ判定の療育手帳、
1級の精神障害者保健福祉手帳を持つ人）または中度障害者（3級の身体
障害者手帳、Ｂ1判定の療育手帳、2級の精神障害者保健福祉手帳を持つ
人）で次のいずれかに該当する人

外
国
人
等
障
害
者
特
別
給
付
金

①外国人（日本国籍を取得した人も含む）で、昭和57年（1982年）１月
１日以前に20歳に達しており、同日前に障害の初診日がある人　※同
日現在、日本国内で外国人登録をしていた人に限る
②昭和61年（1986年）４月１日以前の長期間の海外滞在中に障害の初診日がある人
ただし、次に該当する人は支給されません ▽重度障害者で年額90万648円以
上、中度障害者で年額39万6048円以上の公的年金等（老齢・遺族厚生年金、
退職・遺族共済年金で受給権者が65歳に達しているものを除く）を受給して
いる人 ▽生活保護を受給している人 ▽本人の所得が所得制限額を超える人
市内に在住の大正15年（1926年）４月１日以前に出生した人で、次
のいずれかに該当する人

外
国
人
等
高
齢
者
特
別
給
付
金

①昭和57年（1982年）１月１日現在、日本国内で外国人登録をしていた人
②昭和57年（1982年）１月１日以前に日本国内で外国人登録をして
おり、昭和36年（1961年）4月1日以後に日本国籍を取得した人
③昭和36年（1961年）4月1日以後に日本へ帰国した人で、老齢基
礎年金等が受けられない人
ただし、次に該当する人は支給されません ▽公的年金等を年額71万2000円
以上受給している人 ▽生活保護を受給している人 ▽外国人等障害者特別給付金
を受給している人 ▽本人・配偶者・扶養義務者の所得が所得制限額を超える人

※太字が改正部分です
※給付金額、所得制限額等の詳細は医療年金グループへ問合せを

た
日
本
人
は
、
国
民
年
金
に
加
入

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
こ
の
よ
う
な
制
度
的
な
理
由

に
よ
り
障
害
基
礎
年
金
や
老
齢
基

礎
年
金
等
を
受
け
る
こ
と
の
で
き

な
い
外
国
人
等
障
害
者
・
高
齢
者

を
対
象
に
特
別
給
付
金
を
支
給
し

て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
、
支
給
要

件
が
下
表
の
と
お
り
一
部
改
正
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
平
成
　
年
（
２

２２

０
１
０
年
）
度
か
ら
、
　
歳
以
上

６５

の
人
は
障
害
者
特
別
給
付
金
と
老

齢
・
遺
族
厚
生
年
金
、退
職
・
遺
族

共
済
年
金
と
の
併
給
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
高
齢

者
特
別
給
付
金
に
つ
い
て
も
公
的

年
金
と
の
併
給
上
限
額
が
変
更
に

な
り
ま
し
た
。

　
下
表
の
要
件
に
該
当
す
る
と
思

返還定員金額資格

半年ごとの
40回均等
返還（20年）。
無利子

２人
月額2万9000円
～4万8000円

来年４月に修業年限４年以
上の大学、修業年限３年以
上の短大・専修学校専門課程
（医療・衛生・社会福祉関係
学科に限る）、修業年限２年
以上の介護福祉士養成施設
への進学を希望する人

藤田奨学生
（貸付）

不要２人月額9000円
～1万2000円来年４月に修業年限４年以

上の大学への進学を希望す
る人

廣藤奨学生
（給付）

不要４人
※各校１人のみ

入学準備金40万円、
奨学金年額10万円

髙橋奨学生
（給付）

　
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
は
、
松
を
枯

ら
す
松
く
い
虫
（
マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン

チ
ュ
ウ
）
を
運
ぶ
マ
ツ
ノ
マ
ダ
ラ
カ

ミ
キ
リ
を
退
治
す
る
絶
好
の
時
期
で

す
。
松
く
い
虫
に
よ
る
被
害
木
を
放

置
す
る
と
、
新
た
な
松
に
松
く
い
虫

住民基本台帳カード＝上写真参
照＝を利用して、全国のセブ
ンーイレブンで「住民票の写し」
と「印鑑登録証明書」が取得で
きるようになります

住
基
カ
ー
ド

休
日
特
別
窓
口
を
開
設


